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わかちあう 仕事も家庭も喜びも
タイトルの標語について…

プロフィール：近藤惠子先生新任音楽教員として岡崎高校に着任以来40年間 コーラス部の指導を
担当し、混声合唱で全国トップレベルに導く。2000年以降、隔年で開催
されている「世界合唱大会（合唱オリンピック）」では、3度の最優秀賞を
獲得。高校OBで構成されてい る岡崎混声合唱団も全日本合唱コンク
ールでも文部科学大臣賞を受賞し、3月に行う高校との合同定期演奏会
も今年で30回を迎 える。

今までやって来られて、「良かった！」ということは？

毎年、新しい出会いがあるということは、喜びとしか言

いようが無いですね。コーラス部が成長し、だんだん自分の

思う音になり、さらにOBの合唱団ができて、そちらも成長

し、合同での定演も30回を数 えるまでになりました。好評で

最近は売り出しと同時に完売でチラシを配布する必要が無

いほどです。

定演は芸文（芸術劇場コンサートホール）とお聞きしま

したが、其処では何回目ですか？

8回目になります。名古屋でやることについては、

ずいぶん反対をされ大変でした。でもそれまでやっていた

岡崎市民会館は、響きが少な過ぎて倍音が鳴らないため、

自分たちの合唱ができない、と説得したんです。

それが転機になり、ステップアップのきっかけにも

なったんですね。

世界に出て行ったのも大きいかなと思います。

では、先生が輝いていられる秘訣とか、これからの人

たちへのアドバイスがありましたら。

私自身が今だにあがいているし、日ごと過ごすのに

一生懸命ですし…、ただ、慢心するってことはあり得ない。

これでいいんだと思ったらそこで成長は止まってしまうの

で、今の状態に満足せずに謙虚に向かっていくという姿勢

をとり続けることが大切。

　先生のアドバイスが一区切りしたところで、お電話が入り、

教室の隅では、コーラス部員の腹筋強化のトレーニングが始まり、

インタビューを終了しました。ほんの30分でしたが、世界で戦って

いる強さだけで無く、ひとつのことを追い求める純真な姿を

見せていただき、今もなお、ファンが多い理由がわかりました。

まだまだ男女差別ということが、先生の目から見て

ありますか？

男子にとって職業というのは、これで一生家族を養って

いくという視点で選びますが、女子はそこに甘さがあるの

かもしれない。「これがダメなら家庭に入って子どもを育て

るわ」と。子どもを産んで、しかも仕事が続けられるような

社会体制があるといいなと思いますね。

子どもを産むというのは女性にだけできることです

しね。でも、社会と関わっていくには、何らかの手助けが

必要ですね。

私の時は産休も12週で、子どもを蹴散らすように

バタバタやってきましたが、今は休暇も取れるので、それを

利用して、ぜひがんばって欲しいですね。
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これは内閣府が公募した平成20年度の標語の うち最優秀に

輝いたものです。

　内閣府では男女共同参画社会の実現に向け、国民各界・各層に

おいて様々な取り組みが行われるよう「男女共同参画週間」を実施

しています。今年も6月23日〜29日をその週間と し、その週間の

趣旨をひろく浸透させるため、先日、標語が募集されました。平成

11年に「男女共同参画基本法」が制定され、10周年の区切 りの年

でもあり、多くの人から応募があったようです。

どの標語も男女共同参画社会のあるべき姿や側面を表現していると思います。

今年度、最優秀に選ばれる標語をお楽しみに！

男女共同参画社会は、男女ともにお互いの立場を理解し、充実した人生が送れるような社会のことです。

家庭・地域・職場など、身の回りのことを、男女共同参画の視点から考えていただくきっかけとなればと思い、「キラット」を発行しました。
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19年度……い い明日は　仕事と暮らしのハーモニー

18年度……参画で　職場に活気　家庭にゆとり

17年度……ゆめ育て　人を育てる　共同参画

16年度……お互い の　個性がひかる共同参画

15年度……参画で　わたしが変わる　未来も変わる

14年度……その力　共に生かそう参画社会

わかちあう　仕事も家庭も喜びもわかちあう　仕事も家庭も喜びも

因みに、昨年までの標語は…
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今号のKirattoさん  近藤惠子先生
さとこ

今号のKirattoさん  近藤惠子先生
　1月だというのにコートの要らない暖かい午後、岡崎高校の音楽

室に伺いました。授業が終わったところで、清掃に向かう男子生徒

の流れに逆らう形で音楽室に迎え入れられ、その中の一人が勧め

てくれた椅子に腰掛けて、お話をお伺いしてきました。

私たちの周りで、
光り輝いていらっしゃる人に
スポットをあててみました。


